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東急不動産リート・マネジメントの上川原でございます。
本日は、アクティビア・プロパティーズ投資法人2026年5月期、第29期の決算説明会に
ご参加いただき、ありがとうございます。

それではこれより、2026年5月期の決算についてご説明させていただきます。

3ページへお進みください。















2. 決算・業績予想
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資本施策による＋αを目指す
(公募増資/借入/自己投資口取得)

年平均＋4.4％
(内部成⾧3.9％/資産入替0.5％)年平均＋3.2％

(内部成⾧2.7％/資産入替0.5％)

年平均＋2.5％
(内部成⾧1.5％/資産入替0.5％)

償却後
NOI

年平均＋2.1％年平均＋1.7％年平均＋1.7％一般
管理費

年平均＋17.0％年平均＋12.1％年平均＋6.8％支払
利息

2025年5月期から2027年5月期

年平均＋2.0％
2027年5月期から2029年5月期

年平均＋3.0％

年平均＋2.0％年平均＋2.0％EPU

EPU成⾧の方針(2025年5月期から2029年5月期までのEPU成⾧率シミュレーション)

支払利息の増加を見込むも、内部成⾧の上方修正により、2027年5月期以降のEPU年平均成⾧率を3%に上方修正
さらなる内部成⾧及び資本施策による＋αのEPU成⾧を図る

※成⾧率及び増加率は2025年5月期実績から2029年5月期目標までの年平均成⾧率及び年平均増加率を記載

今回（2026年7月開示）
シミュレーション

2025年7月開示
シミュレーション

2026年1月開示
シミュレーション

賃料成⾧目標 オフィス:年平均+2.8%
商業 :年平均+4.1%

内部成⾧の進捗や金利上昇の状況を踏まえ、半年毎にEPU成⾧率シミュレーションを
更新しています。

償却後NOIについては、オフィス・商業施設の力強い賃料成⾧実績を踏まえ、年平均
成⾧率を+3.2%から+4.4%へと上方修正しております。
加えて、金利上昇に伴う支払利息増加の影響をもう一段織り込んだうえで、2027年5
月期以降のEPU年平均成⾧率を3.0%に上方修正しております。

さらなる内部成⾧及び資本施策による＋αを通じたEPU成⾧を目指してまいります。

次ページへお進み下さい。

8

































24

4. 外部成⾧

24パイプライン
スポンサーパイプラインを含め、取得方針に沿ったパイプラインを確保
安定したDPUマネジメントの元で、将来のEPU成⾧に資する取得施策を検討

エクイティ出資スポンサーパイプライン

渋谷プレイス
2009年7月竣工
賃貸面積:約2,900㎡

渋谷南東急ビル
2005年1月竣工
賃貸面積:約14,000㎡

広域渋谷圏

広域渋谷圏

COCONO SUSUKINO
札幌市中央区
2023年10月竣工
賃貸面積:約33,000㎡

ホテル

あべのキューズモール
大阪市阿倍野区
2011年3月竣工
賃貸面積:約69,000㎡

ノースポート・モール
横浜市都筑区
2007年3月竣工
賃貸面積:約56,000㎡

COERU東新宿
2024年12月竣工
賃貸面積:1,591㎡

COERU渋谷公園通り
2024年7月竣工
賃貸面積:1,608㎡

御宿野乃京都七条
2020年1月竣工
賃貸面積:16,831㎡

スポンサー

スポンサー

ホテル

広域渋谷圏

オフィスビル 商業施設 優先交渉権保有

ラムザタワーB棟（区分所有権）
1998年2月竣工
賃貸面積:5,592.68㎡

日本橋本町東急ビル
2004年10月竣工
（リニューアル:2014年3月）
賃貸面積:約8,400㎡

スプライン青山東急ビル
2012年6月竣工
賃貸面積:約4,900㎡

広域渋谷圏

スポンサーパイプラインを含め、取得方針に沿ったパイプラインを確保しております。
安定したDPUマネジメントの元で、将来のEPU成⾧に資する取得施策を検討してまいりま
す。

次ページへお進み下さい。










